


治山事業施行地看板仕様書

１ 調達品名・数量

２ 規格（１枚当たり）

３ デザイン

山地災害危険地区及び治山事業施行地を周知するためのデザインを発注者が指定する。

４ 納入場所 別紙のとおり

５ 納入期限 令和８年９月 25 日（金）

６ 担当

（１） 仕様に関すること 森林・林業局森林保全課 千田（電話 054-221-2648）

（２） 契約に関すること 出納局用度課 笠井 （電話 054-221-2125、FAX 054-221-3585）

７ その他事項

① 運搬・発送費用等、納入に係る全ての経費は受注者の負担とする。

② 採用された者は、速やかに、実務につき６(１)の担当課と打合せを行うこと。

また、看板作成前に６(１)の担当課から、作成する全ての看板デザインについて

確認を受けること。

③ この仕様書に定めのない事項については６(１)及び(２)の担当課と協議の上決定す

ること。

治山事業施行地看板 6枚

寸法及び

材質

看板：900×700×5（㎜） アルミ複合板 平リブ２段

屋外対候性フィルム（耐候年数５年以上）

支柱：φ48.6×1.8×2500（㎜） 鋼管（亜鉛鍍金）2本

根がらみ：φ48.6×1.8×200（㎜） 鋼管（亜鉛鍍金）2本

取付金具：φ48.6 用 Ｕバンド（アルミ製）４個



別紙2-1（引渡場所）

事務所名 郵便番号 住所 電話番号 基数

東部農林事務所治山課 410-0055 沼津市高島本町1-3 055-920-2172 1

富士農林事務所森林整備課 416-0906 富士市本市場441-1 0545-65-2203 1

中部農林事務所治山課 422-8031 静岡市駿河区有明町2-20 054-286-9014 1

志太榛原農林事務所治山課 426-0075 藤枝市瀬戸新屋362－1 054-644-9245 1

中遠農林事務所治山課 438-8558 磐田市見付3599－4 0538-37-2303 1

西部農林事務所天竜農林局
治山課

431-3313 浜松市天竜区二俣町鹿島559 053-926-2337 1

6計



  成 果 品 定 規 図

90cm

70cm

構  成   表 単位 １枚あたり
名称 数量 単位 規格 材質

看板部 1 枚 縦長700㎜×横長900㎜×厚5.0㎜ アルミ複合板
支柱 2 本 Φ48.6×1.8×2,500（㎜、取付金具含む) 鋼管(亜鉛メッキ)

根がらみ 2 本 Φ48.6×1.8×200（㎜） 鋼管(亜鉛メッキ)

※耐候性5年以上のフィルムを使用すること。

山 地 災 害 危 険 地 区
（ 治 山 事 業 施 行 地 ）

治山事業の概念図

別紙2（１）　危険地区番号「別紙2（２）　別紙2（３）

別紙2（4）　TEL

別紙2（6）　TEL

別紙2（5）

別紙2（7）

　静岡県では、公共施設や人家等の保全対象に直接被害を与えるおそれ
のある地区を調査・把握し、「山地災害危険地区」として公表しています。
　静岡県は、森林の維持造成を通じ、山地に起因する災害から県民の生
命・財産を守るため、治山工事を行っており、山地災害危険地区において、
重点的に治山事業を実施しています。

治山シン
ボルマーク

山地災害危険地区は３種類に区分しています。
「山腹崩壊危険地区（山崩）」
「崩壊土砂流出危険地区（崩流）」
「地すべり危険地区」

山地災害危険地区マップ→



【別紙2】

ＮＯ 危険地区種別 危険地区番号 農林事務所名 左の電話番号 市町役所名 左の電話番号

市町区名 大字 字 （２） （３） （４） （５） （６） （７）

1 裾野市 深良 上原 崩流 220-045 東部農林事務所 055-920-2172 裾野市役所 055-995-1823

2 富士市 江尾 鳩頭 崩流 210-004 富士農林事務所 0545-65-2203 富士市役所 0545-55-2784

3 静岡市 葵区足久保奥組 中沢西 崩流 201-081 中部農林事務所 054-286-9077 静岡市役所 054-221-1627

4 藤枝市 瀬戸ノ谷 平畑 崩流 214-003 志太榛原農林事務所 054-644-9245 藤枝市役所 054-643-3350

5 掛川市 久居島 塔の沢 崩流 213-027 中遠農林事務所 0538-37-2303 掛川市役所 0537-21-1146

6 浜松市 天竜区龍山町戸倉 天ヶ沢 山崩 486-041 西部農林事務所天竜農林局 053-926-2337 浜松市天竜森林事務所 053-922-0032
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注）（２）危険地区種別における記述はつぎのとおりとする。
　　　　　①山腹崩壊危険地区　＝　｢山崩｣
　　　　　②崩壊土砂流出危険地区　＝　｢崩流｣

R8　治山事業施行地（山地災害危険地区）看板設置可能箇所

施工箇所名（１）
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部　品　名 寸　法 材　質 数　量

　標示板 700×900×5 アルミ複合版 １

　取付用平リブ材 L=800 アルミ ２

　Uバンド φ48.6用 アルミ ４

　固定用ボルト、ナット、スプリングワッシャー（リブ材+Uバンド） スチール ８

　支柱丸パイプ（亜鉛メッキ） φ48.6×2,500×1.8 スチール ２

　根ガラミパイプ（亜鉛メッキ） φ48.6×200×1.8 スチール ２

　固定用ボルト、ナット、スプリングワッシャー スチール ２

t500



作成例

◇◇農林事務所 ☎０５４－２２１－２６４８

○○市役所 ☎０５４－２２１－２８２９

山地災害危険地区
（治山事業施行地）

山地災害危険地区マップ→

○○市（大字）△△（小字）□□ 崩流 １２３－４５

静岡県では、公共施設や人家等の保全対象に直接被害を与えるおそれの

ある地区を調査・把握し、「山地災害危険地区」として公表しています。

静岡県は、森林の維持造成を通じ、山地に起因する災害から県民の生

命・財産を守るため、治山工事を行っており、山地災害危険地区において、

重点的に治山事業を実施しています。

山地災害危険地区は３種類に区分しています。

「山腹崩壊危険地区（山崩）」

「崩壊土砂流出危険地区（崩流）」

「地すべり危険地区」


